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て proximal pivot point と定義した。次に外側大腿回旋動静脈下降枝と外側上膝動静脈の吻合部
分をこれ以上遠位へ剥離できないとして distal pivot point と定義した。調査項目は穿通枝の数・
種類、穿通枝の外径、膝蓋骨上外側縁や上前腸骨棘から穿通枝までの距離、proximal pivot point
の鼡径靭帯からの距離、distal pivot point の膝蓋骨上外側縁からの距離、各 pivot point と穿通枝
との関係とした。 
【結 果】 
proximal pivot point の鼡径靭帯からの距離は 1cm～12.1cm、平均 6.0cm であった。distal pivot 
point の膝蓋骨上外側縁からの距離は 4cm～13.6cm、平均 9.8cm であった。穿通枝の数は 1 本か
ら 7 本、平均 2.8 本存在した。外側大腿回旋動静脈下降枝の全 106 穿通枝穿通枝のうち、筋間穿
通枝は 19 本（17.9％）、筋肉内穿通枝は 87 本（82.1％）であった。穿通枝の外径は動脈が平均
0.7mm、静脈が平均 0,7mm であった。膝蓋骨上外側縁から穿通枝までの距離は 4cm～25.7cm、
平均 13.6cm であり、上前腸骨棘から穿通枝までの距離は 13.8cm～38.8cm、平均 25.9cm であっ
た。最遠位の穿通枝の proximal pivot point からの距離は 8.2～28.0cm、平均 18.9cm で、最近位







いが、穿通枝のバリエーションが多いとされる。今回の解析では distal pivot point は外側広筋の
裏で38下肢すべてに存在し膝蓋骨上外側縁からdistal pivot pointの距離は4～13.6cmであった。
distal pivot point は Pan らは膝上 3～10cm、Erba らは膝上 10.5～15cm と報告している。過去
の報告との違いは人種による差や体格による差などいくつかの理由が考えられるが、本研究から
外側大腿回旋動脈の剥離は膝上 14 ㎝以内では特に慎重に行う必要があると考える。 
【結 語】 
















る。これを大腿深動脈分岐部まで辿り、同点をそれ以上近位に遡求できない点: proximal pivot point
と定義した。次に外側大腿回旋動静脈下降枝と外側上膝動静脈の吻合部を、それ以上遠位へ剥離でき
ない点: distal pivot point と定義した。調査項目は、穿通枝の数・種類・外径、膝蓋骨上外側縁・上
前腸骨棘から穿通枝までの距離、proximal pivot point の鼡径靭帯からの距離、distal pivot point の
膝蓋骨上外側縁からの距離、各 pivot point と穿通枝の距離とした。 
【結 果】proximal pivot point の鼡径靭帯からの距離は 1cm～12.1cm、平均 6.0cm であった。
distal pivot point の膝蓋骨上外側縁からの距離は 4cm～13.6cm、平均 9.8cm であった。穿通枝の数
は 1 本から 7 本、平均 2.8 本存在した。外側大腿回旋動静脈下降枝の全 106 穿通枝穿通枝のうち、筋
間穿通枝は 19 本（17.9％）、筋肉内穿通枝は 87 本（82.1％）であった。穿通枝の外径は動脈が平均
0.7mm、静脈が平均 0.7mm であった。膝蓋骨上外側縁から穿通枝までの距離は 4cm～25.7cm、平
均 13.6cm であり、上前腸骨棘から穿通枝までの距離は 13.8cm～38.8cm、平均 25.9cm であった。
最遠位の穿通枝の proximal pivot point からの距離は 8.2～28.0cm、平均 18.9cm で、最近位の穿通






通枝のバリエーションが多いとされる。今回の解析では distal pivot point は外側広筋の裏で 38 下肢
すべてに存在し、膝蓋骨上外側縁から distal pivot point までの距離は 4～13.6cm であった。distal 
pivot point について、Pan らは膝上 3～10cm、Erba らは膝上 10.5～15cm と報告している。過去の
報告との違いは人種による差や体格による差などいくつかの理由によると思われるが、本研究の結果
から、外側大腿回旋動脈の剥離は膝上 14 ㎝以内では特に慎重に行う必要があると考えられる。 







どについて７項目の質問がなされた。第 2 副査の大塚教授からは hyperthermia への対応、ヒートシ
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